
Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーション
サービスルータの Cisco DSP SPAの概要

この章では、Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータの ASR 1000シリー
ズ用CiscoVoiceSPAにおけるリリース履歴、機能、MIBサポートの概要について説明します。
このドキュメントにおいては、Cisco Voice SPAについても SPA-DSPと呼称します。

この章の内容は、次のとおりです。

•リリース履歴（1ページ）
•前提条件（2ページ）
• SPA-DSPのインストール時のルール（2ページ）
• Cisco DSP SPAの概要（3ページ）
•サポートされる機能（5ページ）
•制限事項（7ページ）
• RTCPの概要（7ページ）
•サポートされているMIB（9ページ）

リリース履歴

変更箇所リリース

CiscoASR1000シリーズアグリゲーションサービスルータのSBC
で、Adaptive Multi-Rate Wideband（AMR-WB）機能がサポートさ
れました。

Cisco IOS XEリリース
3.8.0S

Cisco ASR 1000シリーズルータに、SPA-DSPでの Real-Time
Transport Control Protocol（RTCP）による生成と終了のサポートが
追加されました。RTCPを有効にするために、Cisco ASR 1000シ
リーズアグリゲーションサービスルータに、rtcp-regenerateコ
マンドが導入されました。

Cisco IOS XEリリース
3.4.0S
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変更箇所リリース

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータの
SPA-DSP用に、show voice dsp group allコマンドの出力結果が変
更されました。

Cisco IOS XEリリース
3.3.0S

音声用のトランスコーディング/トランスレーティングサービス
を有効にするために、ASR 1000シリーズに新しい DSP SPAが導
入されました。

Cisco IOS XEリリース
3.2.0S

前提条件
次の表は、SPA-DSPを取り付ける際のソフトウェアおよびハードウェア面での互換性要件につ
いてまとめたものです。

表 1 : SPA-DSPのハードウェアおよびソフトウェア要件

サポートされてい

るCisco IOS XEソフ
トウェアリリース

の最低要件

サポートされ

ている ESP
サポートさ

れている
SIP

サポートされ

ているルート

プロセッサ

サポートされてい

る ASR1000ルータ
のシャーシ

DSP SPAの
タイプ（製

品 ID）

Cisco IOS XEリ
リース 3.2S

ESP10、
ESP40、
ESP100

SIP10、
SIP40

RP1、RP2ASR 1002、ASR
1002-X、ASR
1004、ASR 1006

SPA-DSP

SPA-DSPのインストール時のルール
ここでは、Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータに SPA-DSPをインス
トールする際のルールの詳細を示します。SPA-DSPをインストールするには、次のルールにし
たがう必要があります。

1. CiscoASR1000シリーズアグリゲーションサービスルータは、AdvancedEnterprise Services
K9（AESK9）を使用してインストールされる必要があります。次の表では、機能セット、
ユニバーサルソフトウェアイメージの製品番号、SPA-DSPのインストールに必要な技術
パッケージライセンスの製品番号の詳細を示しています。

2. Cisco ASR 1001ルータなどのすべての Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービ
スルータには、Cisco IOS XEリリース 3.3.0S以降が必要です。

3. CUBE機能のライセンスが 1つ必要です。
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表 2 : Cisco ASR 1001および ASR 1000シリーズシャーシソフトウェアイメージ

テクノロジーパッ

ケージライセンス製

品番号

組み合わ

せ

ユニバーサルソフト

ウェアイメージの製品

番号の注文

ASR 1000シリーズと同等の機能
セット（ASR 1002-F/ASR 1002/ASR
1002-X/ASR 1004/ASR 1006/ASR
1013）

SLASR1-AES+SASR1001UK9Advanced Enterprise Services K9
（AESK9）

Cisco DSP SPAの概要
Cisco DSP SPAは、Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータにおいて、音
声トランスコーディングおよびトランスレーティング機能を提供するために導入されました。

DSP SPAは、ハーフハイト SPAであり、製品 IDは、SPA-DSPになります。サービス SPAで
あり、前面パネルに外部物理インターフェイスはありません。デジタルシグナルプロセッサ

（DSP）が 21あり、音声ストリームのエンコーディングとのデコーディングを行います。ま
た、SBCアプリケーションと連携して動作し、音声トランスコーディングとトランスレーティ
ング機能を提供します。さらに、SPA-DSPを使用して、CUBE（ENT）によるトランスコー
ディングとトランスレーティングも行われます。

SPA-DSPでトランスコーディング機能が実行される場合、特定のコーデックタイプを使用す
るメディアストリームが別のタイプのメディアストリームへ変換されます。変換に際しては、

別のコーデックタイプテクノロジーが使用されます。異なるコーデック間での変換だけでな

く、異なるパケット化設定間での変換（トランスレーティング）や、DTMFインターワーキン
グの機能もあります。

Cisco ASR1000シリーズルータの SBCは、外部的には Cisco Unified Border Element、また、
サービスプロバイダーでは CUBE（SP）とも呼称され、統合型 SBCや分散型 SBCとして構成
することが可能です。分散型 SBCとして構成する場合には、SPA-DSPを他の SBCの外部的な
集中管理リソースとして使用できます。

高レベルでのシステムの詳細

運用管理のタイプに応じて、SPA-DSPの機能は、データプレーンとコントロールプレーンの
2つのモジュールに分割されます。

データプレーンモジュールは、データの処理と送信を扱っています。SPA-DSPには、ネット
ワーク方向へのインターフェイスはありません。SPAの DSPでは、QFP側で受信される音声
パケットを処理し、トランスコードされた音声パケットを QFPに送り返します。

初期セットアップの後には、ブートイメージが SPA-DSPにアップロードされます。そして、
SPA-DSPのフルイメージがアップロードされ、SPA-DSPが DSPコントロールパケットを介
して制御されます。
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SPA-DSPには、CPUやハードディスクはありません。（注）

コーデックおよびサポートされる最大チャンネル数について

個々の SPA-DSPは、7つの SP2603 DSPチップで構成され、合計で 21の DSPコアを搭載して
います（SP2603 1基あたり DSPコア X 3）。コーデックの複雑さ（低、中、高）に応じて、
DSPコアごとにサポートされる密度や最大チャネル数、および SPA-DSPごとにサポートされ
る最大チャネル数が定義されます。次に、DSPコアおよびSPA-DSPでサポートされる最大チャ
ネル数と、複雑さの種類ごとのマトリックスを示します。

表 3 :サポートされるコーデックと密度に関するマトリックス

SPA-DSPごとにサポートされ
ている最大密度

DSPコアごとにサポートさ
れている最大密度

コーデックの複雑さまたはサービ

ス

90343LC（複雑さ低）音声/xcode

58836MC（複雑さ中）音声/xcode

35717HC（複雑さ高）音声/xcode

1688ISAC音声/xcode

1688AMR-WB

表 4 :サポートされている SPA-DSPトランスコーディングコーデックの一覧

コーデックの概要コーデック

名

G.711 A-law 64000
bps

g711alaw

G.711 u-law 64000 bpsg711ulaw

G722r64g722-64

G.723.1 5300 bpsg723r53

G.723.1 6300 bpsg723r63

G.726 16000 bpsg726r16

G.726 24000 bpsg726r24

G.726 32000 bpsg726r32

G.726 40000 bpsg726r40

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータの Cisco DSP SPAの概要
4

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータの Cisco DSP SPAの概要

コーデックおよびサポートされる最大チャンネル数について



コーデックの概要コーデック

名

G.728コーデックg728

G.729ab 8000 bpsg729abr8

G.729a 8000 bpsg729ar8

G.729b 8000 bpsg729br8

G.729 8000 bpsg729r8

GSMAMRコーデッ
ク

gsmamr-nb

ILBCコーデックilbc

ISACコーデックisac

AMR-WBコーデックamr-wb

サポートされる機能
ASR 1000シリーズの Cisco SPA-DSPには、次の基本的な機能が含まれています。

• DSPベースの音声トランスコーディング/トランスレーティングソリューションを提供す
ることで、Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータの機能を拡張。

•ある種類のメディアストリーム（音声）から、異なるメディア符号化と復号化テクノロ
ジーを使用した別の種類のメディアストリームへの変換。

•異なるパケット化設定間での変換（トランスレーティング）が可能で、DTMFのインター
ワーキングを提供。

•オンボードDSPを使用した統合型 SBCまたは分散型 SBC、または複数の外部 SBC用にト
ランコーディングを提供する一元型 DSPとして、S/BCの設定をプロビジョニング。

•前面プレート LEDにより、SPAの状態を表示。
•電圧および温度をモニタリング。
•活性挿抜（OIR）をサポート。
•パケット損失の隠蔽を行うことができるジッターバッファを提供。
• IPv4のボイスパケット（VoIPv4）、また IPv6のボイスパケット（VoIPv6）のトランス
コーディングが可能。

インバンド DTMFインターワーキング
デュアルトーン多重周波数（DTMF）ダイヤルは、電話のボタンが押されたときに生成される
同時音声バンドトーンから成ります。この機能に対し DTMFシグナリングを使用することに
より、高度なテレフォニーサービスのサポートが有効になります。現在、メディア接続をサ
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ポートしないアプリケーションサーバや、サービス構築プラットフォームは、数多く存在しま

す。付加価値のあるサービスをネットワークに提供するには、このようなサーバやプラット

フォームはコールの特定の参加者からのシグナリングイベントを認識する必要があります。

サーバやプラットフォームが、信号を送られた DTMFイベントを認識できるようになれば、
これらはサードパーティ呼制御、または他のシグナリングメカニズムを使用して高度なサービ

スを提供することができます。この機能によりサポートされるサービスやプラットフォームの

種類の例として、音声ブラウザサービス、Centrexスイッチやビジネスサービスプラットフォー
ム、テレホンカードサービス、および統合メッセージサーバがあります。これらのすべての

アプリケーションには、ユーザがメディア接続の外部のアプリケーションと通信できる方式が

必要です。SIPシグナリング経由のDTMFイベント機能は、このシグナリング機能を提供しま
す。

この機能は、SIP INFO方式を使用してアウトオブバンド DTMFトーン生成にサポートを追加
する DTMFトーン生成用 SIP INFO方式機能と関連性があります。この 2つの機能により、シ
グナリングパスに沿って、DTMFディジットを送受信するメカニズムが提供されます。SPA-DSP
は、インバンドDTMFトーンの検出とレポート、それらのDTMFトーンをベースとしたRFC2833
への変換、帯域外シグナリング（およびその逆）をサポートしています。

SPA-DSPは、RFC2833 DTMFトーンからインバンドトーンへの変換をサポートしています。（注）

音声パケットのジッターの管理

ここでは、SPA-DSPで音声パケットのジッターを管理することで、音声ストリームの円滑な流
れを提供する方法について説明します。ジッターは、受信パケットの遅延変動として定義され

ます。音声パケットの使用される環境において、送信者は音声パケットが一定の間隔（20ミリ
秒ごとに1フレームが送信されるなど）で安定的に送信されることを見込みます。これらの音
声パケットには、パケットネットワーク全体では遅延が発生し、受信側のステーションで同じ

間隔で受信されるわけではありません（20ミリ秒ごとに受信されない場合があるなど）。この
パケットに関する見込み時間と実際の受信時間との相違が、ジッターとして定義されます。

ジッターに対処するには、SPA-DSPでジッターに対してバッファを保持し、一定量の音声フ
レームをバッファに格納した上で、音声フレームが遅れて受信されるまで待機します。ジッ

ターのバッファサイズは、遅れて受信されるパケットの数を測定することで決定されます。ま

た、正常に処理されたパケット数に対する遅れて受信されたパケットの割合を求めることでも

決定されます。この割合はジッターのバッファサイズの決定に使用され、そのサイズにもとづ

いて、パケットの許容可能な遅延割合を事前決定するための計算が行われます。ジッターの

バッファが特定の音声パケットで一杯になった場合は、安定したストリーム内のすべてのVoIP
用 RTP音声ストリームを SPA-DSPに送信し、安定した音声ストリームに変換できるようにし
ます。

コンフォートノイズおよび音声アクティビティ検出（VAD）
ここでは、音声通話中の音声パケットと無音期間の取り扱いについて説明します。また、音声

の品質の問題に対して、音声アクティビティ検出（VAD）機能を使用してどのように対処する

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータの Cisco DSP SPAの概要
6

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータの Cisco DSP SPAの概要

音声パケットのジッターの管理



かについても示します。IPベースのテレフォニーシステムにおいては、音声アクティビティ
検出を使用して音声シグナル内の無音期間を検出し、その期間内にはシグナルの伝送を一時的

に中断する必要があります。これにより、帯域幅を確保し、遠端側でジッターのバッファを調

整することができます。この無音期間の問題は、遠端側の電話機において、固有のシグナルが

生成され、通話者側で再生されてしまうことです。通常は、遠端側から音声シグナルが届いて

いないことを隠すために、通話者側に対してコンフォートノイズが再生されます。実際のバッ

クグラウンドノイズからコンフォートノイズへ切り替わる際に、明確な相違が生じないよう

にするため、通常、コンフォートノイズは遠端側のノイズに基づいてモデル化されています。

コンフォートノイズを音声通話に挿入する方法については、2種類あります。まず使用される
のは、VADです。VADが作動すると、コンフォートノイズパケットがオーディオストリー
ムに入ります。あまり使用されませんが、もう1つ、エコーキャンセレーションを作動させる
方法があります。エコーキャンセレーションがアクティブになると、コンフォートノイズパ

ケットがオーディオストリームに入ります。これらのコンフォートノイズパケットの特性は、

継続中の通話のモニタリングやバックグラウンドノイズの署名受信などに関するアルゴリズム

を介して決定されます。

SPA-DSPでは、デフォルトでVADとコンフォートノイズ機能が提供されます。ローカルでの
VAD設定を有効にするには、config-dspfarm-profileモードで vad on overrideコマンドを使用し
ます。vad on overrideコマンドを使用すると、外部VAD設定が上書きされます。ローカルでの
VAD設定を無効にするには、config-dspfarm-profileコマンドモードで vad off overrideコマン
ドを使用します。

制限事項
•音声トランスコーディング/トランスレーティング機能を有効にするには、SPA-DSPを有
効にした上で、dspfarmプロファイルを作成して SBCアプリケーションに追加します。
SPA-DSPの設定については、「ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータにお
ける Cisco DSP SPAの設定」を参照してください。

RTCPの概要
Cisco IOS XEリリース 3.4.0S以降では、SPA-DSPでの RTCPデータの開始と終了がサポート
されています。RTCPは Real-time Transport Protocol（RTP）から派生したプロトコルです。
RTCPの基本的な機能とパケット構造は、1996年の標準（RFC1889）を元とするRTP仕様RFC
3550 [1]で定義されています。

RTCPの主な機能は次のとおりです。

•アウトオブバンドの統計情報と RTPフローに関する制御情報を提供します。
• RTCPでは、メディアストリーム自体は転送されませんが、マルチメディアデータの配信
とパッケージについては、RTPと連携して動作します。

•偶数の UDPで RTPを送信し、次の最も数字の大きな奇数のポートに RTCPメッセージを
送信します。
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•ストリーミングマルチメディアセッションの参加者に統計情報を定期的に送信すること
で、メディア配信のサービス品質（QoS）に関するフィードバックを提供します。

•送信オクテット数およびパケット数、損失パケット数、ジッター、ラウンドトリップ遅延
時間などの情報や、メディア接続に関する統計情報を収集します。詳細な統計情報は、ア

プリケーションでの QoSパラメータの制御に使用され、通常は RTPフローの制限や別の
コーデックの使用などを通じて制御されます。

RTCPパケットタイプについて
RTCPでは、送信者レポート、受信者レポート、送信元記述、退去パケットなどの複数種類の
パケットが認識されます。また、拡張性があり、アプリケーションに特有のRTCPパケットを
使用することができます。RTCPの標準規格に準拠した拡張としては、RFC 3611.[3]で導入さ
れた Extended Reportパケットタイプが挙げられます。次に、複数の RTCPパケットの種類に
ついて説明します。

•送信者レポート（SR）：SRはセッション内のアクティブな送信者によって定期的に送信
されます。インターバルの間に送信される RTPパケットに関する送受信の統計がレポー
トされます。タイムスタンプは、1900年 1月 1日午前 0時からの経過秒数の絶対値で示さ
れ、受信者の RTPメッセージとの同期を可能としています。音声/ビデオストリームはそ
れぞれ相対値でのタイムスタンプを使用しており、音声/ビデオの送信を同期させるには、
この絶対値でのタイムスタンプが特に重要です。

•受信者レポート（RR）：RRは、RTPパケットを送信しない受信側のQoSに関するもので
す。送信者と他の受信者に対して、QoS情報をレポートします。

•送信元記述（SDES）：SDESメッセージは、セッションの参加者に対して、CNAMEを送
信する際に使用されます。また、名前、電子メールアドレス、電話番号、所有者または送

信元のコントローラなどの追加情報の送信にも使用されます。

•セッションからの退去（BYE）：ストリームの終了に際して、送信元が退去（BYE）メッ
セージを送信することで、エンドポイントがセッションからの退去を通知できるようにな

ります。ある送信元が退去した場合、他の送信元によって検出されますが、このメッセー

ジを送信することで、直接通知することができ、メディアミキサーにも有用です。

•アプリケーション定義メッセージ（APP）：アプリケーション定義メッセージにより、特
定のアプリケーションに合わせて RTCPを拡張できる仕組みが用意されています。

制限事項

Cisco IOS XEリリース 3.4.0Sで、SPA-DSPの RTCPサービスを実装する際の制限事項は次の
とおりです。

•エンドポイントから送信される RTCPパケットの CNAMEの長さは、40バイトを越える
ことはできません。

•エンドポイントが RTPパケットを送信しない場合は、SPA-DSPでも RTCPパケットの生
成や、もう一方の側への送信ができません。
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SPA-DSPでの RTCPの開始と終了
RTCP開始と終了は、SPA-DSPによって行われます。Cisco IOS XEリリース 3.4.0Sから以降で
は、SPA-DSPでの RTCPデータの開始と終了が可能となっています。RTCPの開始と終了機能
が rtcp-regenerateコマンドを使用して設定され、トランスコーディングベースでのコールが確
立した場合、適切なコントロールシグナルが SPA-DSPに送信され、RTCPの開始と終了が行
われます。

SPA-DSPがRTCPパケットを受信すると、パケットが処理され、適切に終了されます。次に、
SPA-DSPは送信用に新しい RTCPパケットを生成し、関連するストリームに基づいて適切な
RTCPを使用して、現在の日付になるまでデータを追加します。生成される RTCPパケットに
は、送信者と受信者のレポートや SDESパケットが含まれます（現在はCNAMEのみがサポー
トされています）。設定手順については、「ASR 1000シリーズアグリゲーションサービス
ルータの Cisco DSP SPAの設定」の章の「SPA-DSPでの RTCPの設定」のセクションを参照し
てください。

サポートされているMIB
Cisco IOS XEリリース 3.2では、Cisco ASR 1000シリーズルータの DSP SPA用に、次のMIB
がサポートされています。

一般的なMIB

• ENTITY-MIB
• ENTITY-SENSOR-MIB

シスコ固有の一般的なMIB

• CISCO-DSP-MGMT-MIB
• OLD-CISCO-CHASSIS-MIB
• CISCO-ENTITY-FRU-CONTROL-MIB
• CISCO-ENTITY-SENSOR-MIB
• CISCO-ENTITY-ALARM-MIB
• CISCO-ENTITY-VENDORTYPE-OID-MIB

Cisco ASR 1000シリーズルータのMIBサポートの詳細については、次の URLにある『Cisco
ASR 1000 Series Aggregation Services Routers MIB Specifications Guide』を参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/docs/routers/asr1000/mib/guide/asr1kmib.html

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリース、およびフィーチャセットに関するMIBを探
してダウンロードするには、次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://tools.cisco.com/ITDIT/MIBS/servlet/index

Cisco MIB Locatorで必要なMIB情報がサポートされていない場合、サポート対象MIBのリス
トを取得し、次の URLにある Cisco MIBページからMIBをダウンロードすることもできま
す。
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http://www.cisco.com/public/sw-center/netmgmt/cmtk/mibs.shtml

Cisco MIB Locatorにアクセスするには、Cisco.comのアカウントが必要です。アカウント情報
を忘れたり、紛失したりした場合は、空のEメールを cco-locksmith@cisco.comに送信してくだ
さい。自動チェックによって、Eメールアドレスが Cisco.comに登録されているかどうかが確
認されます。チェックが正常に終了したら、ランダムな新しいパスワードとともにアカウント

の詳細がEメールで届きます。資格のあるユーザは、Cisco.comのアカウントを作成できます。
次の URLにある指示に従ってください。

https://tools.cisco.com/RPF/register/register.do
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